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Information-technology Promotion Agency, Japan

プロフェッショナルコミュニティ
方針説明

平成１７年 ７月 ６日

独立行政法人 情報処理推進機構

プロフェッショナルコミュニティ

代表 鈴木 俊男
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１．ハイレベル・プロフェッショナルの実像をフィードバックしてＩＴスキル標準の
内容を充実する

２．ハイレベル・プロフェッショナルの知見をフィードバックして、効果的な後進
人材の育成・評価のあり方等を検討し、社会に還元する

３．ハイレベル・プロフェッショナル同士の企業の枠を超えた切磋琢磨及び相
互研鑽を促進する。

プロフェッショナルコミュニティの趣旨

プロフェッショナルコミュニティとは、

ＩＴビジネスの第一線で活躍しているハイレベルの人材が、

社内や組織の論理に縛られない自律したプロフェッショナルとして参画し、

日本のＩＴ人材のレベルアップに貢献する諸活動を展開していく

業種横断的な母体となることを企図して設置するもの。

プロフェッショナルが主導する人材育成の取り組みを加速化するとともに、ハイレベル人
材の更なる引き上げを狙う。
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2005年度2004年度2003年度

活動の経緯

◎ITA委員会設立（’03/11）

◎APS委員会設立（’04/4）

◎PM委員会設立（’04/5）
◎OP委員会設立（’05/5）

◎CONS委員会設立（’05/5）

◎ITS委員会設立（’05/5）

立ち上げ 活動フレームの確立と検討 職種拡大・職種間横断活動

◎Professional Community 
Forum2005

＜職種略記号＞
ITA : ITアーキテクト
APS : アプリケーションスペシャリスト
PM : プロジェクトマネジメント
OP : オペレーション
ITS : ITスペシャリスト
CONS : コンサルタント
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実ビジネスの成功に必要な人材

プロフェッショナル

コミットメントして達成する（高い責任性）

技術をリードし、役立て、

後進へ継承することに貢献する
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ＩＴスキル標準の視点

経営問題⇒実ビジネスの世界⇒

◆人材育成を考える上で、システム開発等に
かかる技術面のスキルだけに着目するだけで
はもはや不十分。

◆“ビジネスの成功”という視点から、現実に顧客
と相対するプロフェッショナルが果たす価値に
着目し、その達成には何が必要なのかを
掘り下げ、後進人材につなげていくことが重要。

→ これを体系的に整理しようとしているのが
ＩＴスキル標準

ITスキル標準の特徴

＜発想の原点＞

情報産業にとって人材投資は製造業の設備投資と同じ、

すなわち経営の問題
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ＩＴスキル標準とプロフェッショナルコミュニティ

＜人材投資の促進＞

–戦略的な人材投資を促進するために客観的な
指標を提供

＜プロフェッショナルの形作り＞

–情報産業を支えるプロフェッショナルの実像を
目に見える形で示す

プロフェッショナル

コミュニティ

可視化・明確化

ITスキル標準

・どういう人か？

・何をしているのか？

・どうしてそうなったのか？



7

All  Rights Reserved, Copyright©IPA2005

プロフェッショナル貢献

責任性

＜ビジネス貢献＞

複雑性

サイズ

タスク特性

プロフェッショナル評価
（達成度指標）

OJT等で身に付ける実務能力
（教育・研修で教えられない能力）

スキル領域/スキル項目
スキル熟達度/知識項目

プロフェッショナルの行動特性・能力

ITスキル標準

プロフェッショナルコミュニティ活動

達成の
原動力

主にビジネスの側面

主に技術の側面

ビジネス価値の創造
・新規性
・ミッションクリティカル性
・規模
・国際性など

専門価値の創造
・専門技術の向上、普及
・倫理性など

人的資源価値の創造
・技術の継承
・後進の育成

→教育・研修の設計材料に応用

ＩＴスキル標準とプロフェッショナルコミュニティ

＜必要なスキル＞

＜プロフェッショナル貢献＞
ＩＴスキル標準のドキュメントとしては
書ききれない、スキルや知識を活か
して仕事を成功に導く暗黙的に保有
している能力

各社毎に
試行錯誤
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プロフェッショナルコミュニティのメリット

●企業のメリット
自社のトップレベルの人間をさらに伸ばす場となる。

また、プロフェッショナルコミュニティに参画することで、会社としてもアピールできる。
さらにプロフェッショナルコミュニティからの人材育成方法等の指針を参考に、
自社のプロフェッショナル人材育成への利用が可能となり、特に自社内のみでは
育成するのが難しいハイレベルの人材をより高いレベルへ育成する場として
活用できる。

●個人のメリット
他のプロフェッショナルとの交流を通して、会社に閉じた中では得られない知見が

得られ、高いモチベーションで自己研鑽することができる。
また、プロフェッショナルとしての価値を示し、ネットワークが広がることでビジネス
チャンスを広げることができる。
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将来構想

プロフェッショナルが主導する人材育成サイクルの実現

プロフェッショナルコミュニティ

フィードバック

実践的な専門教育
（情報工学）

＜産業界（企業）＞

ＩＰＡ（SＥＣ、ＩＴスキル標準、情報処理技術者試験・・）

参画

Career Path

スキル開発

Certification
・人材投資
・人材マネジメント

（採用、育成、評価）

・・・・
・継続

専門技術の向上

Accreditation

＜高等教育（大学等）＞

専門実務
（経験）

フィードバック
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今後の検討ポイント

プロフェッショナルコミュニティの役割拡大

プロフェッショナルコミュニティへの参加スキームの検討

評価ガイドラインおよび育成ガイドラインの策定

設立済みの６職種以外の職種の設立の検討

ソフトウェアエンジニアリングセンターとの連携
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プロフェッショナルコミュニティ
フォーラム2005開催趣旨

これまでの活動内容の紹介
-ITスキル標準改訂のための改善提言
-後進育成のあり方やノウハウに関する検討
-プロフェッショナルの評価のあり方に関する検討
-職種固有テーマに関する検討

今後の活動方向性の紹介
-既存職種の抱える課題と今後の活動の方向性
-新規職種の今後の活動の方向性



ご清聴ありがとうございました

http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/activity/activity.html


